
実用準天頂衛星システム事業の推進の基本的な考え方 

平 成 2 3 年 ９ 月 3 0 日 

閣 議 決 定 

 

準天頂衛星システムは、産業の国際競争力強化、産業・生活・行

政の高度化・効率化、アジア太平洋地域への貢献と我が国プレゼン

スの向上、日米協力の強化及び災害対応能力の向上等広義の安全保

障に資するものである。 

諸外国が測位衛星システムの整備を進めていることを踏まえ、我

が国として、実用準天頂衛星システムの整備に可及的速やかに取り

組むこととする。 

具体的には、2010 年代後半を目途にまずは４機体制を整備する。

将来的には、持続測位が可能となる７機体制を目指すこととする。 

 我が国として実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用は、準

天頂衛星初号機「みちびき」の成果を活用しつつ、内閣府が実施す

ることとし、関連する予算要求を行うものとする。また、開発・整

備・運用から利用及び海外展開を含む本事業の推進に当たっては、

関係省庁及び産業界との連携・協力を図ることとする。 

  内閣府がこうした役割を果たすために必要な法律改正を予算措置

に合わせて行うこととする。 

 なお、内閣府に実施体制を整備するに当たっては、行政機関の肥

大化につながらないよう配慮するものとする。 

 

資料１ 



実用準天頂衛星システム事業の推進の基本的な考え方 

平成２３年９月３０日 

宇宙開発戦略本部決定 

 

準天頂衛星システムは、産業の国際競争力強化、産業・生活・行

政の高度化・効率化、アジア太平洋地域への貢献と我が国プレゼン

スの向上、日米協力の強化及び災害対応能力の向上等広義の安全保

障に資するものである。 

諸外国が測位衛星システムの整備を進めていることを踏まえ、我

が国として、実用準天頂衛星システムの整備に可及的速やかに取り

組むこととする。 

具体的には、2010 年代後半を目途にまずは４機体制を整備する。

将来的には、持続測位が可能となる７機体制を目指すこととする。 

 我が国として実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用は、準

天頂衛星初号機「みちびき」の成果を活用しつつ、内閣府が実施す

ることとし、関連する予算要求を行うものとする。また、開発・整

備・運用から利用及び海外展開を含む本事業の推進に当たっては、

関係省庁及び産業界との連携・協力を図ることとする。 

  内閣府がこうした役割を果たすために必要な法律改正を予算措置

に合わせて行うこととする。 

 なお、内閣府に実施体制を整備するに当たっては、行政機関の肥

大化につながらないよう配慮するものとする。 

 


	閣議決定（準天頂）
	本部決定（準天頂）

